
意欲、学習習慣等の課題が明らかになっております。

県教育委員会では、学力向上の実現に向けての取り

組みを進めていますが、特に本年度は、初めて県下３

ヶ所で「地域別学力向上フォーラム」を開催し、私も

パネリストとして意見を述べたところです。また、

「学力向上検討委員会」も設置し、具体的な学力向上

策について検討を進めています。

一人ひとりが教育のプロとしての自覚を持ち、よく

わかる授業・学習意欲を高める授業を心がけ、子ども

たちにわかる喜びや学ぶ楽しさを実感させなければな

りません。そうすることによって、子どもたちに自ら

学ぶ意欲が湧いてくるのです。さらに、与えられた研

修の機会のみならず、お互いが切磋琢磨しながら主体

的に研鑽を積み、より確かな教科の指導力をつけなけ

ればならないと思います。

『教育は人づくり』
その要となるのが教職員です。

徳島県教育長　佐　藤　　 勉

言うまでもなく、教師は子どもたちにとって大変大

きな存在です。私たちはその責任の重さを強く感じる

とともに、子どもたちの笑顔を喜びとして、その限り

ない可能性を信じ、認め、誉め、励まし、能力を引き

出し、伸ばすという使命があるのです。

今、学校は、社会の急激な変化や多様化する子ども

たちを前にして、さまざまな問題を抱えています。こ

れらを学校だけの問題として捉えるのではなく、学校

と保護者や地域が一体となって、共に子どもたちを育

てていくという視点に立つことが大切です。

私たちは、保護者や地域の方たちの期待に応えるよ

うな教育の成果をあげなくてはなりません。そのため

にも、幅広い情報発信を心がけて欲しいと思います。

さらに保護者や地域の協力体制が得られるような、人

間的な繋がりも大切にしていただきたいと思います。

子どもたちが規範意識や社会性を備えた心豊かでた

くましい人へと成長するためには、教職員自身が社会

人としての規範を示さなければなりません。

私の好きな言葉に「百の施策より、一人の教職員」、

と言うのがあります。この言葉に込められた思いを今

一度考えてみてください。

そして、今こそ、教職員の熱い思いと指導力を結集

させ、ともどもに子どもたちに21世紀を生き抜く確か
な学力をつけていきましょう。

教育長に就任して半年、学

校教育に対する県民の皆さん

からの期待の大きさを感じる

毎日です。

徳島県の子どもたちの学力

については、徳島県基礎学力

調査等の結果、読解力、学習
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『教師は授業で勝負する。』

『百の施策より、一人の教職員』

『保護者や地域との連携の中で』



平成17年度とくしま教育の日（教育週間）実施事業の概要

上記は、各事業の概要を取りまとめたものであり、詳細につきましては、徳島県教育委員会ホームページに掲載しています。

本県では、県民の皆さんが教育について考え、理解を深めていただき、本県教育の充実と発展の契機となるよう、11月１日を
「とくしま教育の日」とし、11月１日から７日までを「とくしま教育週間」とした県条例が昨年３月31日から施行されています。
この「とくしま教育週間」を中心とした期間（10月～11月）には、各教育団体や学校等の協力のもと、学校・家庭・地域社会の

つながりがより深まるよう学校行事や社会教育事業などの様々な教育関係事業を実施することとしています。
取組み２年目となる平成17年度については、「とくしま教育の日」である11月１日に昨年オープンした「県立総合教育センター」

を活用した事業をはじめ、学校におけるオープンスクール、文化・芸術、スポーツ関係事業、子育て・生涯学習関係事業など、県
内各地で実施される事業総数は、639事業となっています。
いずれの事業も、保護者や地域住民の方など県民参加型の事業として実施されるものであり、教育関係者はもとより、多くの皆

さんの参加がいただけるようお願いします。

とくしまの教育 
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徳島県・徳島県教育委員会 主催事業

(とくしまの教育を考えるつどい（11/6 総合教育センター）
広く教育を考える機会として講演会を開催するととも
に、徳島県藍青賞の表彰式を行う。

(徳島県高等学校総合文化祭（10/9～11/27 県郷土文化
会館ほか）
文化部活動に取組む県内高校生が、演技・演奏、作品展
示、競技等を実施。

(高校生産業教育交流展（11/12～13 総合教育センター）
専門・総合学科等の高校生が、食生活・環境・福祉等の
研究成果を発表・展示。

(特別支援教育講演会（11/23 総合教育センター）
自閉症の子どもへの関わり方・支援の在り方等について
講演会を開催する。

(生涯学習「とくしま県民カレッジ」推進事業（11/1 総
合教育センター）
講座受講の方に対して奨励証の交付式を行うとともに、
記念講演会を実施。

(徳島県スポーツ・レクリエーション祭（11/3 鳴門総合
運動公園ほか）
県民の「一人１スポーツ」の実現を目指し、スポーツの
祭典を実施。

(埋蔵文化財総合センター10周年記念シンポジウム（11/3
総合教育センター）
「地域に未来を与える文化財」をテーマにシンポジウム
を開催。

(博物館、美術館等の無料開放（11/1～7 文学書道館、文
化の森各館）
教育週間の期間中、小・中・高校生について常設展、企
画展とも無料開放。

関係団体 主催事業
(教育関係団体等
・子育て支援研修会、学校・家庭・地域の連携をテーマ
とした講演会の開催など。
・地域での子育て支援として、未就学児向けの歌・遊
戯・工作教室などの開催。

(青少年団体
・青少年等を対象にした自然体験活動・文化体験活動、
また、指導者研修を実施。

(ＮＰＯ、ボランティア等民間団体
・幼児児童生徒等を中心に、様々な交流・体験活動や子
育て支援活動を行う。

県立学校 主催事業
(学校公開・公開授業・学校開放講座（オープンスクール）
開かれた学校づくり促進のため学校を公開、また文化講
演会、農業講座等を行う。

(ボランティア活動
地域の環境美化活動や環境保護活動、高齢者との交流活
動など。

(他校種との交流会
高等学校、障害児教育諸学校、小・中学校との間で、交
流学習会などを実施。

(学校祭、意見発表会、作品展など
学校祭を一般公開するほか、学習活動の成果物の展示販
売、また人権意見発表会等を実施。

私立学校 主催事業
(公開授業、子育て講座、園児作品展、バザーなど。

市町村・市町村教育委員会 主催事業
(学校公開、公開授業等（オープンスクール）
(環境・ボランティア活動
・学校周辺での地域清掃活動（クリーン作戦）の実施など。
(野外活動等
・親子オリエンテーリング、農業体験など。
(他校種、他校等との園児・児童の交流
(子育て支援・子どもの健全育成
・子育て講座や講演会、家庭教育学級の開催など。
(人権教育研究大会等の開催
・地域住民を対象とした人権教育講演会の開催など。
(文化、芸術、スポーツ関係の事業の実施

～はぐくみの心が拓く 未来とくしま～
平成17年度とくしま教育の日（教育週間）実施事業について



個人情報の保護について
コンピューター等の目覚ましい発達により、情報が大量かつ広範に処理できるようになり、大変便利になった反面、本人の知ら

ないところで個人の情報が取り扱われたり、誤った個人情報が取り扱われるなどの問題が起きています。
このような個人情報の不適正な取り扱いによる個人の権利利益の侵害を防ぐため、徳島県においては平成15年１月より「徳島県

個人情報保護条例」が施行されています。また、平成17年４月からの「個人情報の保護に関する法律（個人情報保護法）」の施行に
伴い、民間事業者も含め、個人情報の適切な取り扱いがより一層求められています。（図１参照）
県立学校の学校現場においても、「徳島県個人情報保護条例」に基づき、次のとおり個人情報の保護が義務づけられています。
（なお、市町村立学校においては、各市町村の「個人情報保護条例」が適用されますのでご注意ください。）
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q収集の制限
個人情報を収集するときは、収集の目的を明らかにし、その目的の範囲で適正な方法により、原則として本人から収集しな

ければいけません。
ただし、思想、信条、身体状況に関する個人情報及び社会的差別の原因となるおそれのある個人情報は原則として収集して

はいけません。
w利用の制限
個人情報は、原則として収集した目的のため以外には利用してはいけません。

e適正な管理
個人情報が漏洩したり、滅失したりしないように適正な管理に努めなければいけません。また、保有する必要がなくなった

個人情報は、確実かつ速やかに廃棄する必要があります。
r個人情報の開示請求、訂正請求及び利用停止請求
保有する個人情報については、本人から情報の開示を求められたときは、開示する必要があります。また、開示した個人情

報の内容が事実でないときは、訂正や利用停止を求められることがあります。
t罰則規定（平成17年４月より）
職員や職員であった者が、保有している個人情報を自己若しくは第三者の不正な利益を図る目的で提供・盗用した場合、１

年以下の懲役又は50万円以下の罰金が課せられます。（その他にも罰則規程有り）

以上のように、個人情報の取り扱いについては厳しく規制されています。
ただし、個人情報を意識するあまり、業務に支障をきたすほど過剰反応になる必要はありません。学校の適正な業務のために、

生徒や保護者本人から収集する等、適切な方法で情報を集め、それを本来の目的のために使用することは、適正に管理されている
限り問題はありません。
条例の施行から２年以上が経ち、個人情報に関する意識も高まり、各学校においても個人情報の保護について、充分な取り組み

がなされていると思います。しかし、現在も、個人情報を安易に校外に持ち出し、盗難に遭ったり、紛失したりする事件が多く報
道されています。個人情報の管理については、特に、教職員一人一人の毎日の意識や行動に依るところが大きいと言えます。個人
情報は原則として学校外に持ち出さない、持ち出す場合は必ず学校長の許可を得るなど、厳重な管理の徹底が必要です。もう一度、
皆さんの業務に関わる個人情報について、適切に管理されているか見直していただきたいと思います。

個人情報とは、氏名、住所、生年月日、学歴、財産状況、身体状況、思想、信条など特定の個人が識別できる情報です。

徳島県個人情報保護条例等の詳しい内容については、徳島県のホームページをご覧ください。

（図１）

個人情報保護法 

民間事業者 
私立学校　等 

行政機関の保有する個人 
情報の保護に関する法律 

国の行政機関 
国立学校　等 

県個人情報保護条例 

県の行政機関 
県立学校　等 

市町村個人情報保護条例 

各市町村の行政機関 
市町村立学校　等 
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文化の森総合公園の15周年を記念して、図書館・博
物館・近代美術館・文書館・二十一世紀館が共催で、

徳島ゆかりの15の人・もの・場所を紹介する企画展を
開催します。知っているようで知らないもの、意外な

一面があるものもあるはずです。この機会にぜひふる

さと徳島を再発見してみてください。

2005年10月22日（土）～11月27日（日）
一般200円、高校・大学生100円、小・中学生50円　
※学校教育での利用は無料

人　　・蜂須賀正氏　・中川虎之助

・モラエス　・岡本韋庵　・酒井弥蔵

もの　・太布織り　・南海地震　・農村舞台

・四国遍路　・郷土料理・菓子　

場所　・吉野川　・鳴門　・眉山　・離島

・思い出のランドマーク

¡オープニング記念　寿
ことぶき

式
しき

三
さん

番
ば

叟
そう

（川内北小学校人形浄瑠璃クラブ）

10/22(土) 9：30～9：45
¡記念講演会

10/23(日) 13：30～15：00
「若者と四国遍路」

瀬戸内寂聴氏（作家・徳島県立文学書道館長）

¡徳島ゆかりの民謡大会

10/30(日) 10：30～15：30
¡太

た

布
ふ

織り実演　（木頭太布庵メンバー）

11/4(金) 10：00～17：00、
11/5(土) 10：00～15：00の間、適宜

徳島県立埋蔵文化財総合センターは、徳島県の歴史

の解明と文化的発展に寄与することを目的に平成７年

度に設立され、今年度で開館10周年を迎えています。
県教育委員会ではこれを記念し、より多くの方々に

埋蔵文化財に親しんでいただく目的で開館10周年記念
事業「アワコウコ楽」を行っています。「アワコウコ

楽」は、企画展示会・体験学習会などの市民参加型の

イベントや遺跡・遺物の情報発信など、一年間を通し

て埋蔵文化財に触れ、楽しみながら学習できるように

なっています。

17年度下半期には
次のような行事を予

定していますので、

振るってご参加くだ

さい。

とくしまの教育 
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文化の森開園15周年記念企画展
ふるさと再発見 ―15の人・もの・場所―

埋蔵文化財総合センター10周年記念事業
「アワコウコ楽」について

:「あるでないで阿波－発掘された徳島の至宝」 10月11日～10月17日　（会場　そごう徳島店）
:記念シンポジウム「文化財は地域に未来を与える」 11月３日（会場　総合教育センター）

パネラー　俳優　苅谷俊介氏、京都教育大学　和田萃氏

文化庁　坂井秀弥氏、佐賀県教育委員会（吉野ヶ里遺跡調査事務所）七田忠昭氏

藍住町教育委員会　重見高博氏、徳島県埋蔵文化財センター　藤川智之氏

コーディネーター　徳島県教育委員会　菅原康夫氏

:埋蔵文化財巡回展「発掘へんろ」特別講演会　講師　作家　瀬戸内寂聴氏　他

２月26日　（会場　埋蔵文化財総合センター）

¡映画上映会

11/12日(土)
14：00～15：45
『鳴門秘帖』

（長谷川一夫主演

大映1957年）
「川内北小学校 人形浄瑠璃クラブ」

「体験学習（土器づくり）」
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「21世紀を生きる子どもたちの学力を考える」をテ
ーマに、「学校教育の充実」や「家庭・地域との連携

のあり方」等について話し合う地域別学力向上フォー

ラムを、南部約220名、西部約190名、中部約320名の
参加を得て、次のとおり開催しました。

平成16年度徳島県基礎学力調査結果等の概要や「確
かな学力」のとらえ方について説明の後、パネリスト

から子どもたちの学力にかかわる実態や課題が発表さ

れました。

その発表を受けて、「学校教育と学力」「学力向上と

8月30日（火） 

三加茂町公民館ふれあいプラザ 

三野町教育委員会 
教育長　千葉　　勲 

フリーアナウンサー 
安倍　久恵 

穴吹小・中学校ＰＴＡ 
仙田　和子 

市場小学校 
教諭　藤本　勇二 

西　　　　　部 

8月29日（月） 

富岡公民館 

保護者・教職員・地域の方をはじめ、学力向上に関心をもつ県民の皆さん 

鳴門教育大学　教員教育国際協力センター　教授　服部　勝憲 

阿南市教育委員会 
教育長　田上　勝義 

元交通安全母の会 
上浦　康子 

徳島県教育委員会　教育長　佐藤　　勉 

徳島県ＰＴＡ連合会 
中西　由佳 

富田中学校 
教諭　樫葉みつ子 

南　　　　　部 

日 時  

会 場  

参 加 者  

コーディネーター 

パ ネ リ ス ト  

主催 ● 徳島県教育委員会・徳島県市町村教育委員会連合会　　主管 ● 徳島県立総合教育センター 

地 域  

9月7日（水） 

徳島県立総合教育センタ－ 

鳴門市教育委員会 
教育長　古林勢一郎 

藍住町国際交流協会 
友滝　洋子 

徳島県ＰＴＡ連合会 
東根みゆき 

相生小学校 
教諭　岩佐　隆之 

中　　　　　部 

８月23日、四国４県から小・中・高等学校38校の代表
が、県立佐那河内いきものふれあいの里に集まり、「第

２回四国ジュニア環境サミット」が開催されました。

23日は、佐那河内周辺に生息する生き物との触れ合い
やスライド等での学習、宿泊所での交流会、24日は、連
携協力校38校による発表、鳴門教育大学の近森助教授に
よる記念講演が行われました。

２日間のサミットを通じて、４県から一般参加者を含

むのべ375名の参加があり、環境問題について真剣に考
え実践する同じ仲間として、交流を深めることができま

した。

－２１世紀を生きる子どもたちの学力を考える－ 

保護者、家庭、

地域、学校の

連携」を柱に、

参加者も交え

具体的な方策

が熱心に討議

されました。
「県立総合教育センターでの学力向上フォーラム」

「政友小学校の
ポスター
セッション」

「いきもの
ふれあいの里
での現地研修」
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古紙配合率100％再生紙を使用しています

次長　山川　正雄
「勝瑞城館跡」発掘調査が進んでいま
す。館の主は、三好長慶を支えた弟の

義賢と推定されています。長慶は三野町出身で、管領細
川家の重臣でありましたが、堺の経済力を握り、河内や
大和、丹波に転戦、やがて、幕政の実権を掌握し、三好
政権を誕生させました。名君と謳われる一方、連歌を能
くし一級の教養人でもありました。文化による内需で経
済を成長させようとしたともいわれています。作家の童
門冬二さんが、長慶について、「足利将軍家には民衆の
ニーズに応える力がなかった」ので「阿波を変革して、こ
こで得た成果を国政に投入したいと思った」旨を講演で
述べられています。最近、長慶に関する本を何冊か読み、
その壮大な理念と生き様に触れ、喫緊の課題である教
育改革においても、全国から「徳島こそ」と言われる「オ
ンリーワン徳島」を実現できればと思いました。

県の教育委員がさまざまな人と意見を交わす、『教育
ふれあい懇談会』が、７月29日、県庁で開催されまし
た。今回はじめて高
校生（生徒会役員10
名）と懇談し、「魅
力ある学校にするた
めの取り組み」につ
いて活発な意見交換
が行われました。

●県教育委員長に

日
ひ

比
び

野
の

敏
とし

行
ゆき

氏
７月29日の教育委員会におい

て、委員長に日比野敏行委員が選
出されました。山下景子委員長の
委員としての任期満了によるものです。
任期は、平成17年８月４日から平成18年８月３日ま

でです。

【略 歴】
京都大学医学部卒業。昭和44年医療法人日比野病院

副院長、昭和61年から同院長。徳島県医師会常任理事、
徳島県衛生検査精度管理委員会委員、徳島県健康対策
審議会委員等を歴任し、平成14年より徳島県医師会副
会長。

箸
はし

蔵
くら

寺
じ

徳島県三好郡池田町州津蔵谷1006ほか

金
こん

毘
ぴ

羅
ら

奥の院、
箸蔵寺は、天長５
（828）年の創建と
いわれ、箸蔵山中
腹より山頂にかけ
て広大な寺域を有
しています。文政
９（1826）年にすべ
てを焼失。現在の建物の多くは江戸末期のものです。
本殿と護

ご

摩
ま

殿
でん

は傾斜地を意図的に利用した複雑な構
成と特異な造形が特色です。また、高度な技法を駆使
した彫物が多用され、四国における江戸末期を代表す
る建築のひとつです。
平成16年、本殿、護摩殿、方丈、薬師堂、鐘楼堂、

天神社本殿の６棟が国指定重要文化財に、翌年、観音
堂（大正９年に徳島市清

せい

水
すい

寺
じ

本堂を移築した江戸初期
の建築）が県指定有形文化財になっています。
徳島道井川・池田ICから車で５分。ロープウェイも
整備され、雄大な景色と壮麗な建物群が楽しめます。

●新教育委員に

村
むら

澤
さわ

普
ふみ

恵
え

氏
山下景子委員の任期満了に伴

い、新教育委員に村澤普恵氏が８
月８日付けで就任しました。

【略　歴】
米国ボストン大学大学院修了。日本放送協会ワシン

トン支局リサーチャー、ジャパンネットワークグルー
プ（株）広報課長、（株）テレビ朝日ＣＮＮ制作室ディレ
クターを経て、現在フリーアナウンサー。平成13年よ
り（財）徳島県国際交流協会非常勤特別職。

「箸蔵寺本殿」

「県庁10階 大会議室にて」


